
福岡空港利活用推進協議会規約 

（名 称） 

第１条 本会は、福岡空港利活用推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。

（目 的）

第２条 協議会は、行政、空港運営会社、関係団体や地元企業が一体となって、福岡空港

のさらなる整備と利活用を促進し、もって地域の活性化及び空港周辺地域との調和のと

れた福岡空港のさらなる発展に寄与することを目的とする。

（事 業）

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。

（１）福岡空港の旅客の利用推進に関すること。

（２）福岡空港の航空貨物の利用推進に関すること。

（３）福岡空港の整備促進に関する国及び関係機関への要望活動

（４）空港周辺地域への環境対策等の支援に関すること。

（５）その他協議会の目的達成に必要な事業

（会 員） 

第４条 協議会の会員は、協議会の目的に賛同し、協議会の活動を推進する行政機関、団

体及び企業とし、総会において承認する。 

２ 会長は、協議会の目的に賛同・後援する企業等を賛助会員とすることができる。 

（役 員）

第５条 協議会に次の役員を置き、総会において会員の互選により選出する。 

（１）会 長      １名 

（２）副会長      ４名以内 

（３）監 事      ２名以内 

２ 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（役員の任務） 

第６条 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会員を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 

３ 監事は、会務の執行及び会計を監査する。 

（顧 問） 

第７条 協議会に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、総会の同意を得て、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、協議会運営その他基本的事項について意見を述べる。 

（参 与） 

第８条 協議会に参与を置くことができる。 



２ 参与は、総会の同意を得て、会長が委嘱する。 

３ 参与は、専門的な事項について意見を述べる。 

（総 会） 

第９条 総会は、会長が必要と認めたときに招集し、会長が議長となる。 

２ 総会は、会員をもって構成し、協議会の重要事項を審議する。 

３ 総会の決議は、出席会員の過半数によるものとし、賛否同数のときは議長の決すると

ころによる。 

４ 会長は、総会に顧問及び参与の出席を求めることができる。 

５ 緊急を要する場合又はやむを得ない事由により会長が必要と認めた場合においては、 

会長は書面等による決議を求めることができる。この場合において、総会の決議は、会 

員の過半数によるものとし、賛否同数のときは議長の決するところによる。 

（会長の専決） 

第１０条 会長は、総会を招集する暇がないときは、審議すべき事項を専決することがで

きる。 

２ 会長は、前項の規定により専決したときは、これを次の総会で報告し、承認を得なけ

ればならない。 

（事務局） 

第１１条 協議会の事務局は、福岡県企画・地域振興部空港対策局空港事業課及び福岡市

港湾空港局空港振興部の共同で置く。 

２ 事務局の事務処理に関し必要な事項は、福岡県及び福岡市が協議し、会長の承認を得

て別に定める。 

（専門委員） 

第１２条 協議会に専門委員を置く。 

２ 専門委員は、会員及び参与の推薦により会長が指名する。 

３ 専門委員は、目的を達成するために必要な事項を審議する。 

４ 専門委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（会 計） 

第１３条 協議会の経費は、負担金その他の収入をもってこれに充てる。 

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

（雑 則） 

第１４条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が別に定め

る。 

（補 則） 

第１５条 「福岡空港整備促進協議会」及び「福岡国際航空貨物推進協議会」の事業は、 

協議会が承継する。 



附  則 

この規約は、平成２６年７月７日から施行する。 

  附  則 

この規約は、平成２８年６月２４日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

  附  則 

この規約は、令和元年５月１５日から施行する。 

  附  則 

この規約は、令和２年４月１日から施行する。 


